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第一章 緒 言

Calmette及 ビ彼 ノ共同研究者 ガBCGテ 創 製

シ、種 々動物實験 ノ結果、之 テ接種 スル コ トニ ヨ

リ有毒結核菌感染 二封 スル免疫 敷力テ附與 セ シ

メ得 ト唱導 シ、以來幾多 ノ學者 ニ ヨリBCGノ

毒 力拉 ビニ免疫数 力登 生 ノ有無 二關 シ論議 テ績

ケラ レタ リ｡EPチCalmette一 派 ノ他、Chiari,

Nobel,Sol6,Pirquet,Gerlach,Langeet

Lydtin,Selter,Blumenberg,Kraus等 ノ諸

家相次 デ其 ノ所設 テ登表 シ、且本邦 ニ於 テハ、

渡邊、原澤、谷澤等 ノ諸氏、其 他當教 室 ヨ リ多

数 ノ報告 アリ｡自Pチ 是等 テ通観 スル ニ、Pirquet

氏 等 ノBCG免 疫 数力 蕎定論 テ除 ケバ、大部分

ノ・多少 トモ免疫数力 ア リト信 ゼ ラレ、而 シテ其

免疫敷力ハBCGラ 非 経 口的 ニ接 種 セ ラレタル

トキニ明 ラヵニシテ経 口的 ニ適用 セラ レタル ト

キハ弱度 ナ リ ト云 ハ レ、其理 由 トシテ、 一派 ノ

學者 ニヨ リBCGラ 経 口的 二投與 セ ラレタル ト

キハ非経 口的 二接種 セラレタル トキニ比 シ、動

物 二憂 化 ラ起 サ シムル程度輕微 ニシテ、從 ツテ

免疫数力登生 モ弱度 ナ リト構 セ ラレ居 ルモ ノ ・

如 シ｡

著 者 ノー人梅谷 モ、嚢 ニ佐竹氏 ト共 ニBCG経

口免疫實験 テ行 ヒ、弱度 ナ リト錐 モ、多少 ノ免

疫敷力存 スル ラ確 メ、 之 ト諸家 ノ實験 トニ綜合

シ、BCG接 種 ノ、動物 二局所免疫性 ラ附與 スル

モ ノナラ ント考察 セ リ｡而 シテ此實験 二於 テハ

経 口的 ニ適用 セシBCGノ 菌 量僅少 ニ シテ、試

験動物 ニ極 メテ輕 微 ナル憂化 テ與 ヘ シー止 マ リ

シナ リ｡然 ル ニ今 同余等 ノ・最近登表 セシ如 ク、

海狽 二於 テBCGノ 可 成大量 テ頻同嚥下 セ シメ

ー定時 日 ノ後 一之 ラ解剖 二附 セ シニ
、腸管部屡

淋巴腺 ハ固 ヨリ、遠隔臓器拉 ビニ淋巴腺 ニ憂化

テ起 セ シ他、侵 入門戸 タル腸管 ソ ノモ ノニモ可

成 ノ攣 化 テ惹起 セ シメ得 タル テ以 テ、斯 ル歌態

ニ於 テハ次 ニ來 ル毒 力結核菌 ノ経 口拉 ビニ非経

口的感染 ニ封 シ如何 ナル程度 二免疫数力 テ登揮

シ得 ルヤラ検 セ ント欲 シ、以下述 ブル實験 ラ施

行 シタルテ以 テ此虎 二之 テ報告 セン トスルモ ノ
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ナ リ｡

第二章 實験方法

使 用動物｡禮 重300瓦 前 後 ノ海猿 ラ選 ビテ使 用

セ リ｡而 シテ實験 二先立 チ、 先 ヅ レー メル氏 反

癒 ノ陰性 ナル ヲ確 メテ後 使用 ニ供 シ、 且試 獣及

ビ封照駄 ハ常 ニ同一條件 ノモ トニ飼育 シ、毒力

結 核菌感染拉 ビニ解剖 ハ必 ズ同 日二行 ピタ リ｡

使 用菌｡免 疫元 トシテ用 ヒタルBCGノ ・前 ニ登

表 セ シ病理實験 ニ使用 セ シモ ノト全 ク同一菌株

一 シテ、 試験 感染 二使 用 セシ毒 力結核 菌 ハ中等

度 ノ毒力 ラ有 スル生人結 核 上池菌 ナ リ.而 シテ

雨菌共 ニ3週 間前後 ノ培養 ノモ ノテ使用 二供 シ

タ リ.是 等 ノ菌 ハ余等 ハ接種 ニ際 シテ、 旬常一

頭 ニ封 スル所用菌量 テ0.5琵 ノ生理的食盤水 二

浮1游 スル如 キ乳剤 トナセ リ.

菌 量｡結 核冤疫實験 二於 テ、 最 モ重 要 ナル條 伴

トナルモ ノハ毒 力菌感染菌量 一 シテ、之 ガ著 シ

ク大量 ニ過 グル トキハ試獣、封照獣共 ニ高度 ノ

病髪 ラ惹起 シ、比較封照困難 トナ リ、 又少量 』

過 ギル トキハ雨駄 ノ病憂敦 レモ輕微 ニ シテ其 ノ

強弱 テ定 メ難 シ｡

余 等 ハ第一實瞼 二 於 テハ 可成大量 ノ菌 二 使用

シ、試獣、封照獣共 二高度 ノ病髪 テ惹起 シ、其

程度 ラ明 ラカニ匠別 スル コ ト能 ハザ リ シ 子以

テ、第 二實験 二於 テハ 中等量 ノ菌量 ラ使用 セ

リ｡其 一 々 ノ菌量 ハ各項 二於 テ記載 スル所 アラ

ン トス｡

菌 接種 方法｡BCGノ 経 口的接種 ハ、軍 二動物 ノ

開 ロテ行 ヒ、豫 ・注射器 内ニ入 レ置 キタル所 定

ノ菌俘游液 ヲ、鮎滴 川控内ニ落下 シ、 嚥下 セ シ

メ タリ｡帥 チ此 方法 子行 ヒ シ所以 ハ食餌 二混 ジ

テ投與 スル方法 ニ比 ス レ・搬 取菌量明 ラカニ シ

テ、且確實 ニ嚥 トセ シメ得 ルヲ以 テナ リ｡但 シ

此 方法 テ以 テ シテハ、咽喉部粘膜、淋 巴装 置 ヨ

リノ感染、或 ハ氣 管 内感染 テ除外 ナ シ得ザ ルモ、

元 來余等 ハBCGノ 経 口的感染 ナルコ トテ主眼

トシ、嚴密 ナル腸管感染 ラ指 スニ非ザ ルテ以 テ、

實験 方法 ハ大艘 ニ於 テ過 リ無 シト認 ム ベ キ ナ

リ｡

次 二毒力人型結核 菌 ノ胃内注入ハ、種 々 ノ方法

ア レ ドモ、 海狽 ノ如 キ小動物 二於 テハ頗 ル困難

ニ シテ完全 テ期 スル能 ハズ｡余 等 ハ之 ニ際 シテ、

消息子 ラ以 テ注入 スル方法 テ探 レリ.即 チ海猿

テ固定 シ、 子 ラトン氏尿道 「カテー テル」ノ可及

的細 キモ ノラ注意深 クロ腔 ヨ リ食道 テ経 テ胃内

ニ描 入 シ、 「カテー テル」ノ後端 ヨ リ注射器 ラ用

ヒテ菌浮游液 ラ徐 々 二注 入 シ終 リテ直 チニ梢 ≧

大 量 ノ浮 水 ラ注 ギテ、 「ゴム」管 内面 ニ附著 セル

菌液 ヲ洗 ヒ落 シ、更 ニ浮 水 テ注 入 シツ ・ 「カテ

ー テル」テ除去 シ始 メ、此際 「カテーテル」末端 ガ

食道上部 二到達 スル ト キ ー 浄水 ノ注 入 ヲ中止

シ、其儘除去 スル コ ト・セリ｡而 シテ此装作 ノ

際、若 シ菌液 ガ胃内 ヨリ逆流 シ、 又 ハ胃内二入

ラズシテロ腔 内ニ洩出 セ シ形跡 アル トキ、 或ノ・

解剖 ニ際 シ咽喉感染、吸 入感染 ノ謹 嫁歴然 タル

動物 ハ之 ラ除外 スル コ ト・セ リ｡然 レ ドモ余等

ハ此 ノ方法 ニ於 テ是等 ノ感染 ノ跡 明瞭 ナ リシモ

ノハ之 テ認 メザ リキ｡

観 察｡動 物實験 中 ニ毎週艦 重 ノ測 定 ヲ行 ヒ、一

般状況 二注意 セ リ｡レ ー メル氏 反慮 ハ實験 二先

立 チテ必 ズ之 テ検 シ、次 デ人型結核菌感 染直前

ニ施行 シ、更 ニ解 剖直前 二検 シタ リ｡

レー メル氏反慮 ノ成績 ハ次 ノ符號 ニテ現 ハ レタ

リ｡

一 ・… 何等 ノ反 慮 テ認 メザル モノ

± ・… 梢 く充 血 テ認 ムル モ ノ

+・ 一・直径約0.5糎 以 上 ノ充 血 テ來 七ルモ ノ

十 一 充血 シ、更 二硬結 テ來 セルモ ノ

惜 一・・化膿、又 ハ壌死 二陥 レルモ ノ

次 二解 剖所 見ハ肉眼的拉 ニ顯微鏡 的所 見 一ヨ リ

次 ノ記號 ニテ現 ハセ リ｡

一 … ・結核 性攣 化 テ認 メザ ルモ ノ

± ・… 結 節 テ作 ラズ、類 上皮細胞浸潤 テ認 ム

ル モ ノ
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+一 一少数 ノ結 節形成 ラ認 ムルモ ノ

→十・・一多歎 ノ結 節形成 ラ認 ムルモ ノ

第三章

(毒力結核菌感染 量 ラ大量 トナセシ實験)

本實験 二 使用 セ シ海狽 ハ全部、異 ニ報 告 セ シ

BCG頻 同嚥下海瞑 ニ於 ケ ル 病理研 究 ニ使用 セ

シ海瞑 ト同時 二飼育 シ、且同時 二前庭 置 ラ施行

セルモ ノー シテ、即 チ 石干 ノ海 瞑 ニ於 テ、BCG

ラ毎 日5.ll竜 宛 加 同嚥下 セ シメタル後、一部 ハ

ー定時 日 ノ後 二屠殺解剖 二 附 シ
、BCG二 因 ツ

テ起 ル病攣 ノ病理學的検索 ラ施 シ、 一部 ・・更 一

生存 セ シメ、rL"?本 免 疫實験 ニ使用 セ シモ ノナ

リ｡而 シテ本實験 二於 テ ・・、BCGニ ヨル全庭

置終r後 、3週 間 テ経 タル後 二毒力結核菌 ノ経

「1、或 ハ皮下接種 ラ施 行 セルモ ノニ シテ、其 接

柵 多数 ノ結節テ認 メ、乾酪様髪性 テ起 セ

ル モ ノ

第 一 實 験

種部位 ニ ヨリ實験動物 テー二群 二分 テリ｡

第 一群

毒 大ル結核菌 ノ感染 ラ経 口的 二行 ヒシ動物群 ニ シ

テ、BCGニ ヨル全慮 置終了後3週 間 ラ経 テ、

阿等BCGヲ 以 テ腿置 セザル健康海瞑 ラ封照 ト

シテ、先 ヅ,1初 結核 菌30.0竜 テliil息子 ラ用 ヒ

テ胃内 二注 入 シ、次 デ2日 ノ後 ニ更 ニ同量 ノ菌

子注 入、 即 チ合計1;O.o彪 テ胃内ニ注 入、6週

間 テ経 テ試獣、封照獣 ラ共 ニ屠殺解剖 ニ附 シ雨

者 ノ差異 テ比較研究 セ リ｡

實験成績

表示 ス レバ次 ノ如 シ｡
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レーメル氏反懸

レー メル氏反慮'・試獣 ニ ア リテハ毒 ノル感 染直前

ニ於 テ就 二可成高度 ニ陽性 ニ登現 セルモ 生ラ認

メ、毒 力菌接種解剖直前 二於 テハ殆 ン ド全部高

度 ノ陽性 斗示 シ、 試獣、封 照獣 ノ間 二差異 ラ認

ムル能 ハザ リキ｡

解 書曖 化

試獣、封 照獣共 二高度 ノ病攣 ラ呈 シ、 雨動物略

同程度 ニ腸 管、殊 ニ小腸部 パイエ'レ氏斑 ニ結核

性礎化 ノ叢 生子 認 メ、部属淋 巴腺 ナル 腸間膜

腺、拉 ビニ肝 門腺 ハ何 レモ高度 ノ結核性細胞浸

潤 テ有 シ、其 高度 ナルモ ノニ於 テハ、雨獣 ノ旺

別 斗問ハズ高度 ノ乾酪様憂 性 二陥 レル ニ認 メタ

リ｡其 他一般臓 器淋巴腺 ノ蔓 化ハ、試獣、封照

獣 共二殆 ン ド差異 ラ認 ムルし能 ハザ リシモ、唯本

實瞼 二於 テ、脾臓 ノ攣 化二於 テ ノミ僅 カニ雨 者
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ノ差異 ト考 ヘ ラル ・モ ノア リ｡印 チ脾臓 ・・重量

二於 テノ・試獣、封 照獣雨者 同程度 ニシテ匠別困

難 ナルモ、其病憂 ノ性質 テ異 ニ シ、一般 二試獣

ニア リテノ・特 ニ結節 ラ作 ル モ ノテ認 メズ、禰 蔓

性 ニ輕度 ノ肥大 ラ見ル ニ過 ギズ、顯微鏡 的 ニ・・

定型的結 節 テ作 ルモ ノナ リ、唯 マル ピギー氏小

禮 二接 シ類上皮細胞、 小圓形細胞 ノ浸潤 テ見 ル

モ ノ、或 ノ・禰蔓 性 二類上皮 細胞 ノ浸潤 アル モ ノ

ラ認 メシニ過 ギザ ルモ、封照獣 ニ アリテノ・定型

的結節 ヲ作 ルモ ノ多 ク、特 ニ第53號 海狸 ニ於

テハ乾酪様i愛性 ラ認 メタル ナ リ｡

第 二群

本群 ハ毒力結核 菌 ノ感染 ラ皮 下 ニ行 ヒシモ ノニ

シテ、BCGニ 由 ル前庭 置終 了後3週 間 ヲ・経 テ、

封照駄 ト共 二毒力結核菌1.0匙 テ右側大腿皮下

二注射 シ、5週 間テ経 テ屠殺解剖二附 シ、試、

封雨獣 ノ病攣 テ比較 セリ｡

實験成績

感染局所所見

試獣、封照獣 トモニ毒力結核菌接種部位 ナル右

側大腿皮下 ニ於テハ、感染後1週 間ラ経 テ膿瘍

ヲ形成 シ來 リ、時日ノ経過 トトモニ漸次接大 シ、

解剖時ニハ殆 ンド全動物二於テ表面 二破壌、潰

瘍 ラ形成スルニ至 レリ｡而 シテ其程度ハ何 レモ

高度ナリシモ、封照獣 ニ於 テ更二高度 ニシテ獄

豆大以上ノ膿瘍 ラ生 ゼシモ ノ少 カラザ リキ｡

實験成績 テ表示 スレバ次 ノ如 シ｡
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レー メル氏反癒

試獣 ニ於 テ既 二BCG庭 置 ノミー ヨリテ陽性 ニ

登現 スル ラ見 タルノ・前第 一群 ト同様 ニシテ、毒

力菌感染後解剖直前 ニ於 テハ試鰍、封照獣 トモ

ニ高度 二陽性 ニ現 ハ レ、雨者 ノ間二全 ク差異 テ

認 ムル能 ハザ リキ｡

解 剖憂化

本實験 二於 テハ、表 二於 テ見ル如 ク、試獣、封

照獣 トモニ非常 ニ高度 ナル憂 化 テ呈 シ、雨者 ノ

差異 テ殆 ン ド見出 ステ得 ザ リキ｡即 チ感染部位

部厩 淋巴腺 ナル右側膝髪腺 ハ雨 者 二於 テ高度 二

腫脹 シ、大部分 二於 テ乾酪様 憂性 ラ認 メ、脾臓

二於 テモ著 シク肥 大 スル モ ノ多 ク殆 ンド総 テ乾

酪様憂性 ラ呈 セ リ｡其 他肺臓、肝臓 等 ノ臓器、

一般淋巴腺 ニ於 テノ・何 レモ高度 二
、 且廣汎 ナル

部位 ニ於 テ結核病竈 テ認 メタル ナ リ｡
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成 績 小括

以上BCGラ 毎 日5.0延 宛30同 嚥 下 セ シ 人

一定時 日 ノ後健康獣 ラ封照 トシ毒力 人型 結核

菌 ノ大量 テ経 口及 ビ皮下{経 口感染 ニア リテハ

30.0延 宛2同 、 皮下感染 ニ ア リテ ノ・1・0〕睡1

同)ニ 感染 セ シメ、適 當 ノ時期 テ経 テ屠殺 解剖

二附 シ、試 獣、 封照獣、雨者 ノ病攣 テ比較封照

セ シニ、病攣何 レモ高度 一 シテ明 ラカナル差異

テ認 ムル能 ハザ リシナ リ｡而 シテ唯毒力結核菌

感染 ラ経 口的ニ行 ヒシ實 験 ニ於 テ脾臓 ノ病i愛、

試獣梢 亙封照獣 ニ比 シテ輕度 ナ リシ事 實、拉 ビ

ニ再感染 テ皮下 二行 ヒシ實験 二於 テ、感染部位

ノ所 見試獣 ニ於 テ僅 カニ輕微 ナ リシ事 實 ア レ ド

モ、 是等 ノ差異 ハ全病攣iニ封 シテハ極 メテ些細

ナル鮎 ニ シテ、大膿 二於 テ、BCGラ 頻 同経 口

的 二接種 セル海狸 ニ於 テモ、次 ニ來 ル毒力結核

菌 ノ大量 感染 ニ際 シ充分 ナル免疫 敷力 テ登揮 ス

ル テ得 ズ シテ、封 照獣 ト略 、同程 度ニ高度 ノ病

攣 ニ侵 サ レシモ ノ ト見 ルベ キナ リ｡

第四章 第二實験

(毒力 結核菌感染 量 ラ中等 量 トナ セシ實験)

前 第一一實験 ニ於 テBCGテ 頻 同嚥下 セシメタル

海狽 ニ於 テ毒力結染 菌感染 二封 スル免疫 敷力 ノ

有無 テ検 セ ントセシニ、感染菌量 ノ大 量 ニ過 ギ

タル タメ、試獣、封照駄雨者 ノ間 ニ明 ラヵナル

差異 ラ見出 ス能 ノ・ザ リシラ以 テ、余等 ハ果 シテ

BCGテ 頻 同嚥 下 セ シメタル海猿 ニ於 テモ毒力

結核菌感染 二封 スル免疫敷力登生 セザ ルヤラ検

センタメ、夏 二次 ノ如 ク本第二實験 ラ施 行 シタ

ルナ リ｡

帥 チ若干 ノ海瞑 テ選 ビ、前第 一實験 ニ於 ケル ト

同様BCGテ 毎 日5.0彪 宛30回 嚥 下 セ シメタ

ル後30日 間放置 シ、次 デ之 ラ同 ジク感 染部位

ニ ヨリ第一及 ビ第二雨群 ニ分チ、夫 々其封 照獣

ト共 二毒力結 核菌感染 テ行ヘ リ｡而 シテ本第二

實験 ト前第一實験 ト異 ルハ再感染 菌量 テ雨群 ト

モ遙 カニ少量 トセルニ アリ｡

第一群

毒力結核菌感染 テ経 口的 ニ行 ヘルモ ノニシテ、

BCG一 ヨル前塵 置終 了後30日 テ経 テ、其封照
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獣 ト トモ ニ毒 力結椀菌10.0彪 ラ消息千 テ用 ヒ

テ胃内 二注 入 シ、30日 テ経 テ全部屠殺解剖 ニ附

シ試獣、封照獣雨者 ノ差異 テ比較 セ リ｡

實 験成績

表示 ス レバ次 ノ如 シ｡

レー メル氏反慮

試獣 二於 テBCG頻 同 嚥下終 了後、毒 力結核菌

感染直前 ニ於 ケル レー メル氏反慮 ハ殆 ン ド全部

陽性 ニ シテ可成高度 ノモ ノモ存在 スルハ前記諸

實験 ニ於 ケル成績 ト同様 ニ シテ、毒 力菌感染後

解 剖直前 ニ於 ケル反癒 ・・、試獣、封 照獣 トモニ

梢 支高度 二陽性 二嚢現 セ シモ、特 二封 照駄 ニ於

テ其 ノ程度高 シ｡

解 剖憂化

腸管｡封 照獣 ニ ア リテ・・何等結核様憂 化 テ惹起

スルモ ノテ認 メズ、試獣 ニ於 テ第71.77.81.

83.8+等 ノ海猿 ニ於 テバイエル氏斑 ニ帽針頭大

ノ黄色浸潤 テ認 メ、顯微 鏡的 ニバ バ氏斑 内 二類

上皮細胞、小圓形細胞 ノ輕度 ノ浸潤 テ認 メ シモ、

是等 ハ毒力結核 菌 ニ ヨリテ起 リシ憂 化 ニアラズ

シテ、襲 ニ登 表 セ シ如 久BCG頻 同 経 口的適

用 ニヨリテ起 リシ攣 化 ト見 ルテ至當 トスルモノ

ナ リ｡

脾 臓｡試 獣、封 照駄 雨者 ノ間 ニ、特 ニ其重量 二

於 テ懸隔 テ認 メ得ザ ルモ、何 等前塵置 テ施 サザ

ル封照獣 ニア リテハ攣 化一般 二高度 ニ シテ、殊

二第110.114.115海 猿 二於 テ表面 二多撒 ノ結

節 ラ現 ハ シ、顯微鏡 的 ニモ定型 的結節 ラ形成 シ、

特 ニ第114號 海狽 ノ如 キハー部乾酪様攣性 二陥

レルテ認 メタ リ｡其 他 ノ封照獣 二於 テモ、一般

ニハ試 獣 ノ髪化 二比 シ高度 ニ シテ、主 トシテヱ

ル ピギー氏小膿 二類 上皮 細胞 、小圓形細胞 ノ浸

潤 テ認 メ、特 ニ定型 的結節 テ作 ラン トスル如 キ

像 テ呈 スルモ ノ多 シ｡然 ルニ試獣 ニ ア リテノ・封

照獣 二比 シ攣 化低度 一:一シテ、唯 第7G拉 ビニ82

號 海 狸 二於 テマル ピギー氏小膿 ニ接 シ、禰蔓性

ニ類上皮細胞 ノ浸潤 ラ認 メタル テ除 ケベ 他 ハ

脾 臓髄 質 二小部分輕度 ノ類上皮細胞 ノ集團 テ認

ムル程度 ナ リキ(附 圖参照)｡

腸 間膜腺｡本 第 一群 二於 テ、 雨獣 ノ比較封照上

最 モ意 義大 ナル ハ腸管部属 淋巴腺 ニ シテ、本 淋

巴腺 ノ攣 化ハ封 照獣 ニア リテハ同 ジク攣 化一般

ニ高度 一 シテ、定型 的結核 性細胞浸潤 テ認 メ、

特 ニ第111.11!.115.121號 等 ノ海狸 ニ於 テハ
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梢 ≧廣汎 ナル結核竈 テ認 メ乾酪様攣性 テ起 セル

モ ノア リ｡其 他 ノ海狽 ニア リテモ第110・112・

119號 海 狸 ノ唯 僅 カニ禰蔓性 ノ類上皮細胞浸潤

テ起 セルニ止 マルモ ノラ除 ケバ、他 ハ全部多少

トモ定型 的結核 性浸潤竈 テ有 スル ラ見 タリ｡然

ル ニ是等 二比 シ試 駄 ニア リテハ約 孚撒 ニ於 テ輕

度 ノ結核浸潤 テ認 メタルモ、他 ハ淋 巴腺實質 中

二禰蔓性 ニ不規則 ナル類 上皮細胞浸潤 ラ認 メタ

ル ノ ミニ シテ、廣汎 ナル結核病竈 ラ有 スルモ ノ、

或 ノ・乾酪様攣性 テ惹起 セ シ如 キ高度 ノモ ノハ之

テ認 メズ、 且検鏡上何等 ノ攣 化 ナキモ ノモ存在

セ リ｡

肝 門腺｡肝 門腺 ニ於 テモ、封照獣 ニア リテハ殆

ン ド大部 分 二於 テ病憂 テ認 メ、第110.115號

海 狽 ニア リテハ特 ニ高度 ニ シテ、廣汎 ナル結核

性細胞 浸潤 テ認 メ、其他 ノ動物 二於 テモ定型的

結核病竈 ラ有 スル少 ヵラザ リシモ、試獣 二於 テ

ノ・僅 カニ第79拉 ビニ86號 海 瞑 二於 テ類上皮細

胞 ノ禰 蔓性浸潤 テ認 メタル ノ ミニシテ、他 ハ絡

テ何等 ノ病攣 テ見出 ス能 ハザ リシナ リ｡

其他 ノ臓器及 ビ淋 巴腺｡肺 臓、肝臓、一般淋 巴

腺 ノ憂 化ハ雨獣 トモ ニ高度 ナ ラザルモ、封 照獣

二於 テ、肺臓 頸腺、氣管枝腺、其他 二梢 ミ高

度 ノ結核性攣化 ヲ認 ノシモ ノアルニ比 ス レバ、

試駄 ニ於 ケル攣化 ハ輕微 ニ シテ殆 ド顯著 ナル攣

化 テ認 ムル能 ハザ リキ｡

第 二群

前記BCG一 ヨル頻 同塵 置終 了後3(1日 テ経 テ

毒力結核菌 感染 ヲ・皮 下 ニ行 ヒシモ ノニ シテ、試

獣、封照獣共 二毒力結核菌 百分 ノー廷 ラ右側大

腿皮下 二注射 シ、30日 テ経 テ全部屠殺解剖 ニ附

シ、雨駄 ニ於 ケル病憂 ヲ比較封 照 セ リ｡

實 験成績

感染 局所所 見

本實験 二於 テノ・毒力結核 菌接 種菌 量 大量 ナ ラザ

リシタメ、感染局所 二硬 結、 膿瘍 等 ヲ形成 セ シ

モ ノヲ認 メズ｡從 ツテ雨獣 ノ間 ニ劃然 タル差異

テ認、ムル能iハザ リキ｡

實 験成績 テ表示 ス レバ次 ノ如 シ｡
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結 核菌感,染直前 ニ於 ケル レー メル氏反慮 ハ前記

諸實 験 ニ於 ケル ト同様全 部陽性 二登 現 シ、可成

高度 ノモ ノモ認 メタ リ｡而 シテ毒力結染菌 感染

後解剖 直前 ニア リテノ・、試獣 二於 テハ先 ニBCG

ニ ヨ リテ可成高度 ニ陽性 ニ登現 シ、 且更 二毒力

菌 ラ皮下 ニ接種 セシニ關 ハ ラズ、 却 ツテ低下 セ

シモ ノ多 ク、絡 テ弱度陽性 ナ リ｡然 ルニ封照獣

ニア リテハ全部陽性 二登現 セ シバ勿論、 多敷 二

於 テ非常 ニ高度 ナ ルヲ昭見 タ リ｡

解 剖攣 化

脾臨 雨獣共 二其 重量 二於 テハ柑違顯著 ナ ラズ

シテ、却 ツテ封獣 二非常 二小 ナルモ ノラ認 メシ

モ、其攣 化 ノ性質 二於 テハ割然 タル相違 アリ｡

即 チ封 照獣 ニア リテハ全5頭 中一 ノ例外 モナ ク

表 面多数 ノ結節 ラ認 メ、顯微鏡的 ニハ全 部定型

的類上皮 細胞結 節 テ見、特 ニ第123號 海 猿 二於

テハ攣 化著 シク高度 ニ シテ乾酪お縷 性 テ惹起 セ

リ｡然 ルニ試獣 ニア リテハ憂化封照獣 ニ比 シ非

常 ニ輕度 ニ シテ、表面粗 雑 ナルモ結 節 ヲ認 メズ｡

顯 微鏡 的 ニモ全例 ニ於 テマル ピギー氏小膿 ニ接

シ類 上皮 細胞 ノ小集 團 テ認 メ、或 ハ庭 々不規則

二類 上皮 細胞 ノ禰蔓 性 二浸潤 セル ラ認 メシニ過

ギズ シテ、定型的 ノ類 上皮細胞結節 ハ之 テ認 メ

得ザ リシナ リ(附 圖参照)｡

右 側膝襲腺っ 本實験 二於 テ試獣、封照雨獣 ノ比

較封照上最 モ重要 ナル毒力菌感染部 々属淋 巴腺

一 シテ、 此 ノ腺 ノ攣化 モ、表示 セル如 ク試獣 二

比 シ封照獣 二於 ケル慶 化ハ遙 カニ高度 ナ リ｡即

チ試 獣 ニア リテハ全部 二於 テ定型的結 核性細胞

浸潤 テ認 メ シモ、其 ノ攣 化ハ輕度 二'シテ限 局性

ノモ ノ多 ク、 且腫脹 モ左程著 シカラズ、然 ルニ

封照獣 ニア リテハ大部分高度 二腫脹 シ、其 大 ナ

ルモ ノハ腕 豆大 ニモ達 シ、顯微鏡的 ニモ総 テ廣

汎 ナル結核病竈 テ有 シ、第132號 海 瞑 ヲ除 ク他

ノ・全部 高度 ノ乾酪様髪 性 テ起 ステ見 タ リ｡

其 他 ノ臓器拉 ビニ淋 巴腺、肺臓、其他 ノ臓器及

ビ淋巴腺 二於 テモ、 表 ニ示 ス如 クー般 ニ試 獣 ニ

比 シ封照獣 ニ於 ケル攣 化 ハ地較 的廣汎 一 シテ・

2頭 ニ於 テ肺臓 ノ結節形 成 テ見、多数 ニ於 テ肝

門腺 ノ罹患 スルテ認 メ、且一般 二攣 化高度 ナ リ｡

之 ニ反 シ試獣 ニ アリテハ肺臓 ニ病攣 テ有 スルモ

ノラ認 メズ、且 ツ肝門腺 ノ腫脹 、病攣 テ認 メズ、

一般 二攣化 ハ輕 少 ナ リ｡

「閉記」 本第二實験ニ於テハ、一、二雨群ニ於ケルレ

試獣ノ攣化ノ封照 トスルレクメ、別二2頭 ノ海瞑ヲ

用意シ置キ、全試獣 ト同時ニBCG5.Oll9宛30同

嚥下セ シメ、何等人型結核菌感染ヲ行ノ・ズシテ釜

動物 ト同時ニ解剖 シ、BCGノ ミニヨリテ起ルレ憂

化 ヲ検査セシニ、是等ノ海狽ノ・二頭 トモ、一般臓

器、淋巴腺ニ著攣ヲ認 メザ リシモ、腸管淋巴訪罰包

一般ニ腫脹シ、中1頭 ニ於テ・・小腸部パイエルレ氏

斑ニ於テ2個 ノ黄色帽針頭大 ノ浸潤 ヲ認 メ、顯微

鏡的ニノ・輕度 ノ類上皮細胞浸潤 ヲ認メタリ｡

成 績小括

以 上、BCGテ 毎 日5.o廷 宛30同 嚥 下 セシメタ

ル海狽 二於 テ、一定時 日 ノ後毒 力人型結核菌 中

等 量 ノ経 口或 ハ皮下感染(経 口感 染 ニア リテハ

10.0彪 、皮下感染 ニ ア リテハ百分 ノー薩、敦 レ

モ1同)テ 行 ヒ、一定時 日テ経 テ解剖 二附 シ、何

等BCGヲ 以 テ塵 置 セザ ル封照獣 二於 ケル病憂

ト比較 セシニ、経 口感染群 ニア リテノ、、部厨淋

巴腺 ナル腸間膜腺、拉 ビニ肝門腺 ノ憂 化 ノ輕度

ナ リシバ勿論、脾臓、其他一般臓器、淋 巴腺 二

於 テモ病憂輕度 ナル ラ認 ノ、皮 下感染群 ニア い

テノ・、感染部位部屍淋 巴腺 ナル右側膝髪腺及 ビ

脾臓 ノ攣 化著 シク輕度 ニ シテ、且其他一般臓器

淋 巴腺 ノ攣 化モ輕微 ナ リキ｡

即 チ本實験 ニ於 テハ、BCGテ 頻 回嚥下 セ シ メ

タル海瞑 ニ於 テハ次 ニ來 ル毒力 菌一定量 ノ経 口

拉 ビニ皮下感染 ニ封 シ冤疫数 ノJアル テ謹 シ得 タ

ルモ ノニシテ、前第一實験 ト異 ナ リ、毒力菌感

染菌適量 ナ リシタメ、 ヨ リ試獣、封 照獣 ノ差異

テ詮 シ得 タルモ ノ ト考 ヘ ラル ・ナ リ｡

第五章 考 察

以 上 ノ成績 ヲ通観 スルニ、BCGノ 可 成大量 ラ 頻 同嚥下 セ シメタル海瞑 ニ於 テ、 一定時 日ノ後
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生 毒 力人型結核菌 ノ経 口拉 ビニ皮下 ニ於 ケル試

駿 感染 ラ施 シ、何等BCGラ 以 テ塵置 セザル封

照獣 二於 ケルレ病攣 ト比較 セ シー、其 ノ試験感染

菌量 ラ大量 トナシタル第一實瞼 ニ於 テノ・雨者 ノ

間 二割然 タル差異 斗見出 昭へ能 ハザ リシモ、試験

感染1正1:ラ前 者 二比 シ少量 トナ シタル第二實験 ニ

於 テハ、其 ノ感染 ラ経 口的 二行 ヒタル ト皮 下 ニ

行 ヒタル トラ問 ハ ズシテ勃 レモ試 獣 ノ病攣…、封

照獣 ニ比 シ輕度 ナルラ認 メタル ナ リ｡

之 テ以 テ見 ルニ、一見第 二實験 ニ於 テ ノミ免疫

数 力 ノ存 在ラ謹 シ得、第一實験 二於 テハ却 ツテ

免疫敬 力 ノ存 在 テ否定'人ルモ ノ・如 ク考ヘ ラル

ル モ、元來免疫實験 ラ遂行 スルニ當 リ、 感染菌

量 ラ著 シ ク大量 ニ勺 レトキ・・、假 令免疫数力存

ヘル トモ、高度 ナル病憂登生 ヘルタメ、封 照獣

ノ病憂 二比 シ、五十歩百ル ニシテ明確 ナル差異

弓見出 人能 ハザ ルニ到 ルノ・既知 ノ如 クニ シテ、

余等 ノ第一實瞼 二於 テモ、 此感染菌量著 シク大

量 二過 ギ タル タメ、試瞼 ニ於 テ充分 ナル免疫数

力 ラ爽揮 シ得 ズ うテ高 度 ノ病攣 二侵 サ レ、其封

照獣 ニ於 ケル病墜 トノ間 ニ、 明 ラカナル差異 ラ

認 メ得 ザ リシモ ノト考 っルヲ至 當 トシ、弦 二余

等 ハ、以」ニノ賢賓 ラ以 テ海猿 ニ於 テBCGラ 頻

同嚥下 セ シムル トキ・・、次 二來 ル毒 力人型結 核

菌 ノ感染 ニ封 シ、 一定度 ノ冤疫数力 等附與 シ得

ル モ ノト推断 スルモ ノナ リ｡

嚢 ニChiari,Nobel.Sol6氏 等 ・・自己 ・實験 ヨ

リBCGテ 経 口的 ニ投與 いしトキハ何等病憂4

起 昭ヘコ トナ クシテ膿外 ニ排泄 セ らルレ・モ 生ナ リ

ト考 へ、其 生免疫 数 力9否 定 シ、BCGノ 免 疫

数 力・・唯感染 局庭 二於 テ行 バ レルモ ノナ リ ト結

論 セ リ｡著 者 ノー人梅谷 モ、 佐竹 氏 トノ共同研

究 ニ於 テ・・、BCG子 先 ゾ経 口的 ニ投與 う、夏

ニ毒力結核菌 ノ感染 テ経 口的 ニ行 ヒ
、 多少 ノ晃

疫数 力ラ附與 ス ル 弓認 メ、 之 ト米澤 生行へ ・レ

BCGノ 経 口的投與後、毒力結核 菌 ノ氣道感染

ラ行 ヘル實験、拉 ビニ多撒諸家 ノBCG経 口的

免疫實験 二於 テ見ル如 キ、 毒力結核菌 感染 テ非

経 口的 二行 ヒ、免疫敷 ノルノ薄弱 ナル結果 テ得 タ

ルモ ノ多 キ ラ蓼酌 シ、BCGノ 免 疫数 力ハ侵入

門戸 二局庭発疫性 ラ附與 スルモ ノナ ラント想像

セ リ｡然 ルニ以上行 ヒシ第二實験 ニ兄 ル如 ク、

BCG頻 同経 口的感染後一定量 ノ毒 力菌感染 ラ

行 ヒシニ、感染 テ経 口的 ニ行 ヒシ場合ハ勿論、

皮 下 二行 ヒシ場合 二於 テモ却 ツテ明 ラカナル免

疫数 力 テ認 メタリ｡之 此場合既 ニBCGラ 頻 同

経 口的 ニ投 與 セル タメ腸 管、腸 管部属淋 巴腺 号

経 テ全 身 ニー 定度ノBCG_ヨ ル憂調 ラ起 シ、

抵 抗力 ラ増 うタルモ ノー シテ、斯 ノ如 キ場 合 ニ

於 テハ毒力結核菌感染 ガ如何 ナル部分 ヨリ行・・

ル ・トモ、均 シク免疫数 力 ラ登揮 スルモ ノ ト思

推 セラル｡

次 ニ余等 ノ實 験 ヨリ推 ス トキ・・、Chiari,Nobel,

Sol6氏 等 ノBCGテ 経 口的 ニ用 フル トキ・・何

等 ノ病攣 テ起 スコ トナ クシテ龍 外 一 排泄 セ ラ

レ、從 ・ソテ免疫敷力 ラ登生 セズ ト云 フガ如 キ、

又Lange,Lydtin等 ノBCGテ 経 口的 二用 フ

ル トキハ免疫数 力ハ不 定 ナ リト云 フガ如 キ、或

・・其他一般 二BCGノ 経 口的接種 ニヨル免疫数

力 ハ弱度 ナ リ ト構 スル等 ハ、BCG経 口的接種

菌量 ノ差 ニ員 フ所大 ニ シテ、余等 ノ實験 二於 ケ

ル如 ク大 量頻 同適用 シ、腸管、 同部属淋 巴腺、

其 他全 身 ニー定度 ノ謎 化 ラ起 シ得 タル トキハ、

明 ラカニ次 二來 ル毒力結核 菌一定量 ノ感染 二封

シ晃疫敗 力ラ附與 シ得 ルモ ノナ リ.然 レ ドモ余

等 ハ之 ラ以 テ人髄 ノ経 口的BCG接 種 ニ封 う、

直 千二質意 テ表 一ヘルモ ノニ非 ズ｡何 トナ レバ斯

ル免疫敷 力 テ得 ル タメニハ、 余等 ノ登表 セル如

クBCGニ ヨル腸管 ニ於 ケル多少 ノ病櫓 子顧 慮

セザルペカ ラザ ルタメナ リ｡

第六章 結 論

海瞑 二於 テBCGノ 可 成大量 与頻 同反 復嚥 下 セ

シムル トキノ・、次 二來 ル毒力人型結核菌 ノ経 口

拉 『ビニ皮下感染 ニ封 シー定度 ノ発疫数力 テ附興

シ得ルモノナリ｡但 シ此際毒力結核菌感染菌量
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適 當 ナル トキハ、此免疫敷力 ノ存 在 ヲ明 ラカニ

謹 シ得 ルモ ノニ シテ、菌 量大量 ニ過 グル トキハ、

ソ レニ因 ツテ起 ル結 核病攣高度 ニ シテ、明確 ナ

ル免疫敷力 ノ登 生 テ認 ムル能 ハズ｡(終)

稿 ヲ終ルレニ臨 ミ、恩師今村教授 ノ御懇篤ナルレ御指

導 ト御校閲ノ勢 ヲ深謝ス.
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